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１．研究計画の概要 

本課題では、地球温暖化時の環境変動が与
える極端現象の発生とそれに伴う災害発生
の発現特性を明らかにすることを目的とす
る。すなわち、極端現象の発生に係わる環境
要素を温暖化時および現在気候時とで比較
することにより解析し、現象の極端化の特性
を物理機構に注目して解明する。さらに、極
端化する現象により生じる災害の発現特性
への影響を明らかにする。想定する極端現象
は、日本の災害をもたらすものとして最も重
要である梅雨期の集中豪雨や台風、冬季爆弾
低気圧に伴う暴風現象といったメソスケー
ル気象現象である。IPCC AR4 により公開さ
れた気候シミュレーション結果をメソスケ
ール気象現象の環境変動という観点から詳
細に解析し、温暖化時および現在気候時の環
境場を利用し、領域気象モデルによる多重ネ
スティングにより災害発生スケール（1 km）
の格子幅でのシミュレーション実験を行い、
極端気象現象の発生機構を調べ、それに伴う
災害発生の発現特性を明らかにする。 
 
２．研究の進捗状況 

初年度は、米国にある IPCC AR4 のアーカ
イブ(CMIP3)から、主要なデータのダウンロ
ードを行い、このデータにより温帯低気圧の
活動度の変化を調べた。また、CMIS3 アー
カイブでは、直接ダウンスケールできるだけ
の要素数や解像度で供給されるデータセッ
トはほんの一部であることが分かったため
疑似温暖化実験の手法を導入することとし、
手法の調査を行った。強風災害評価を行うた
めの予備的研究として、メソ気象モデルで計
算される風速と環境中の風速との関係を調
べ、計算される風は実測風に１０分程度の時

間フィルターを掛けたものに近いことを解
明した。 
 ２年次は、まず異なるメソ気象モデルによ
るダウンスケール実験の結果を比較し、手法
の健全性を確認した。次に、温暖化実験の中
でも発生頻度が少ないため評価の難しい台
風に関して、渦位逆変換手法を用いて台風位
置に摂動を与えることにより、異なる経路を
辿る仮想台風事例を作り出す手法を作成し
た。また、極端気象によりもたらされる影響
や被害の軽重を客観的に評価するための指
標を開発した。これを過去事例に適用したと
ころ、被害額の大きな事例をうまく抽出する
ことができた。 
 ３年次には、台風摂動手法を用いて淀川流
域において治水計画の参照事例となってい
る１９７９年１６号台風を対象に、現在気象
に於ける台風の再現とその摂動実験を実施
した。最大時間降水量が 1.49 倍、領域積算降
水量が 1.57 倍、最大風速が 1.51 倍となる最
悪経路を得た。これに、海面温度に IPCC AR4 
データから見積もった温暖化バイアスを加
えて同台風のシミュレーションを実施した
ところ、淀川流域積算降水量が約２．５倍と
なる仮想事例が得られた。このほか、温暖化
実験で得られた台風ケースについて摂動を
与えたダウンスケール実験も行った。 
 
３．現在までの達成度 

②おおむね順調に進展している 
[理由] 当初予定していた温暖化予測データ
からの直接ダウンスケールができないこと
が分かったが、疑似温暖化の手法で解決した。
初年次と２年次に、手法の基礎を固め、３年
次から応用解析を進めている。台風を主な題
材とした研究は３年次にほぼ終了した。 



４．今後の研究の推進方策 
 今年度は、梅雨期や夏の局地的豪雨に着目
した研究を推進し、全体をとりまとめて４年
間の研究を締めくくる。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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